
RUNNING CITY
このコンセプトは、街全体を「ランナーへ導くために設計された都市」と見立て、ランニングという行為そのものが街のブランドになることを目指します

▷なぜ今、ランニングなのか？
近年、ランニングは注目を集めています

市場規模の成長
2024年の日本のランニングシューズ市場規模は前年同期比で14%増となるなど、
市場は拡大しています［1］

ランニング人口の増加
2020年のジョギング・ランニングの推計実施人口は過去最高の1,055万人
に達した［2］

「街を遊ぶ、ランニングコース」
ランニングと遊びを融合させ、街全体をワクワク
するコースに変えます

「光とアートのランニングロード」
あなたの走りが光やアートになり、街の景色を市民が
ランニングに参加することでに彩ります

「私だけの、ランニングストーリー」
ランニングの終盤には、あなただけのBGMが流れ、最高
のゴールシーンを演出します

[1]サカーナ・ジャパン (2025年1月23日) 2024年1-9月のランニングシューズ市場規模は前年同期比14％増：https://www.npdjapan.com/press-releases/pr_20250123/
[2]笹川スポーツ財団 (2020年調査) ジョギング・ランニング人口：https://www.ssf.or.jp/thinktank/sports_life/data/jogging_running_2020.html

効果
健康：誰もが無理なく始められ、継続できる仕組みにより、心身の健康を向上。
交流：世代や属性を越えた参加を促し、コミュニティの再結合を促進。
経済：スポーツ関連消費やイベントによる地域経済の活性化。
環境：河川敷や坂道といった既存資源を再活用し、まちの環境を魅力的に改善。

ブランド：「坂道の多いまち」という制約を逆手に取り、独自の都市ブランドを形成。

「RUNNING CITY」として
新しいスポーツまちづくりの姿を提示



施策内容

クライマックスBGM（ハード）

場所：河川敷

ゴール地点まで残り1km程度に
なったとき、あらかじめ設定し
ておいた自分の音楽がスピー
カーから流れ、ランナーを後押
しする

坂道チャレンジ（ハード・ソフト）

場所：坂道

坂道を利用し、
「初心者向け・中級・上級」
の勾配別コースを整備。
途中に水飲み場や休憩ベンチ
を配置

歩数連動アートウォール（ハード）

場所：まちのメインストリート

歩いた歩数や、通った道に合わせて街の壁に描かれ
た絵が動いたり、色が変わったりする仕組みが
導入された道

坂道で富士登山（ソフト）

場所：坂道

日々の活動をデジタルデバイ
スで可視化し、富士山登頂と
いう大きな目標へとつなげる
システムです

光るフットステップロード（ハード）

場所：街灯の少ない道（河川敷など）

特殊な塗料や素材を道路に使うことで、夜になると
足元が光り、道しるべとなる仕組みです。太陽の光
を日中に蓄えて夜に光る「蓄光塗料」や、センサー
で人が通ると光るようにする技術などを活用

毎日参加できる「ランニング市民リーグ」（ソフト）

場所：まち全体

スマートフォンアプリを使った、
街全体が舞台のランニングゲームです。
特別な大会に出なくても、
毎日好きな時間に走るだけで
リーグに参加できます

想定するまち：起伏に富んだ丘陵のまち
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